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九州地方における臨床由来溶血性レンサ球菌の血清型の動向（ ２０２３年）

はじめに

１９９１年度以来、 九州地区では地方衛生研究所のレ

ファ レンス業務の一環と して「 九州ブロッ ク 溶レン

菌感染症共同調査要領１ ）」 に基づき、 共同でＡ群溶

血性レンサ球菌感染症の調査２‐１０ ）を行っている。２０２３

年の動向について報告する。

材料および方法

１ 材料

２０２３年に大分県、 佐賀県及び沖縄県の各医療機関

定点で採取された臨床材料から 、 各地方衛生研究所

で分離または群・ 型別したA群溶血性レンサ球菌２９

株について集計を行った。 その内訳は大分県１５株、

佐賀県４株、 沖縄県が１０株であった。

２ 同定、 群別およびT型別

ウマ血液寒天培地上でβ溶血を示した菌株につい

て常法に従い同定し １１ ）、 ス ト レプト LA（ デンカ生

研） を用いて群別を行った。 T蛋白によ る型別は、

市販のT型別用免疫血清（ デンカ生研） を用いてス

ライド 凝集反応により 実施した。 血清凝集反応で型

別不能と なった菌株については、 ピロ リ ド ニルアリ

ルアミ ダーゼ活性試験１２ ）でA群溶血性レンサ球菌で

あるこ と の確認を行った。

３ M1UK系統株の検出

T１ 型と 型別さ れた株については、 病原体マニュ

アル１３ ）中のM1UK株の検出法に基づき、３つの遺伝

子について各々WTプラ イマーと SNPプラ イ マーを

用いたPCRを行い、 M1UK系統株か否かの確認を

行った。

結果および考察

１ 九州地方におけるA群溶血性レンサ球菌のT型

分布の年次推移

九州地方におけるA群溶血性レンサ球菌のT型分

布および年次菌型推移を表１、 図１に示す。２０２３年に

九州地区で分離さ れたT血清型は５種類で、 分離頻

度の高かった順にT１２型（ ４８．３％）、T２８型（ １０．３％）、

TB３２６４型（ １０．３％）、 T１型（ ６．９％）、 T４型（ ３．４％）

であった。 県別に主な流行血清型を見ると 、 大分県

では４種類の血清型が分離さ れ、 分離数はT１２型が

１１株（ ７３．３％） 、 TB３２６４型が２株（ １３．３％） 、 T１型

が１株（ ６．７％） 、 T２８型 が１株（ ６．７％） で あ っ た

（ 表２） 。 佐賀県では３種類の血清型が分離さ れ、 T

２８型が２株（ ５０％） 、 T１型が１株（ ２５％） 、 T１２型が

１株（ ２５％） であった（ 表３ ） 。 沖縄県では型別不

能が６ 株（ ６０％）と 多く 、 ほかT１２型が２株（ ２０％） 、

TB３２６４型と T４が各１株（ 各１０％） であった（ 表４） 。

次に、 T型別の経年変化を示す（ 表５、 図１～４） 。

２０２２年に急増したT１２型が、２０２３年も 引き続き多く

分離され、分離株全体の半数近く を占めた。一方で、

毎年分離さ れるTB３２６４型の割合は減少し 、 昨年は

見られなかったT２８型やT１型が分離された。

九州地区で分離さ れたT１型２株について、 病原性

や感染性が強い系統と 報告さ れているM1UK系統の

確認を行ったと こ ろ、９月に佐賀県で採取さ れたT１

型１株がM1UK系統株であった。

A群溶血性レンサ球菌は、２０２０年以降分離件数が

大きく 減少していたが、２０２３年は増加に転じた。 こ

れはA群溶血性レンサ球菌咽頭炎患者数の増加を反

映したも のであろう 。２０２０年以降、 A群溶血性レン

サ球菌咽頭炎の定点あたり の届出患者数は毎年減少

傾向であったが、２０２３年から増加し始め、 特に後半

は届出数が急増した１４ ）。 新型コロナウイルス感染症

対策が行われた２０２０年以降にA群溶血性レンサ球菌

＊１ 大分県南部保健所、 ＊２ 佐賀県衛生薬業センター、
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への感染機会が減少したこ と で免疫を持つ小児が少

なく なっていたと こ ろに、 新型コロナウイルス感染

症が５類感染症と なったこ と に伴って感染症対策や

社会生活が徐々に新型コロナウイルスの流行前の状

況に戻り つつあるこ と が理由と 考えられた。

２ 劇症型溶血性レンサ球菌感染症報告

２０２３年に九州地区各県から菌株の送付があった劇

症型溶血性レンサ球菌感染症例を表６に示す。 患者

報告数（ ２０２３年検査分） は６５症例で、２０２２年（ ２４症

例） の３倍近い報告数であった。

患者発生県は表７のと おり 福岡県が４３例（ ６６．２％）

と 最多で、 次いで佐賀県、 大分県、 鹿児島県、 沖縄

県が各５例（ 各７．７％） 、 長崎県、 宮崎県が各１例

（ 各１．５％） であった。 患者年齢は表８のと おり で、

５０歳未満が１２例（ １８．５％） と 例年に比べ増加した一

方、７０歳以上が３６例（ ５５．４％） と 引き続き半数以上

を占めた。

血清群別の内訳を表９に示す。２０２３年７月まではA

群が１５例に対し てG群が１９例と G群が多い傾向が

あったが、２０２３年８月以降はA群が１５例に対してG群

が７例と 、 Ａ群が多い傾向がみら れた。 また、２０２３

年７月までのA群のT型別は、型別不能が６例と 多く 、

次いでTB３２６４型が４例、 T１２型が２例と 続き、 T１型

は１例であった。 一方２０２３年８月以降のＡ群のT型別

は、 T１型が１０株と 半数以上を占め、 次いでT１２及び

TB３２６４が各２ 例、 T１３型が１ 例であった。

A群T１型であった株のう ちM1UK系統は１１例中２

例のみで、９例はM１ global系統であった。
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表１ 九州地区： 溶血性レンサ球菌分離株の群・ A群T型別分布（ ２ ０ ２ ３ ）

表２ 大分県： 溶血性レンサ球菌分離株の群・ A群T型別分布（ ２ ０ ２ ３ ）
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表３ 佐賀県： 溶血性レンサ球菌分離株の群・ A群T型別分布（ ２ ０ ２ ３ ）

表４ 沖縄県： 溶血性レンサ球菌分離株の群・ A群T型別分布（ ２ ０ ２ ３ ）
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表６ 劇症型溶血性レンサ球菌感染症例（ ２ ０ ２ ３ ）
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表７ 県別 劇症型溶血性レンサ球菌感染症例

（ ２ ０ ２ ３年）

表８ 性・ 年齢別 劇症型溶血性レンサ球菌感染症例

（ ２ ０ ２ ３年）

表９ 九州地区： 採取月別 劇症型溶レン菌のT型別分布（ ２ ０ ２ ３年）
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図１ 九州地区の推移（ ２ ０ １ ４～２ ０ ２ ３ ）

図２ 大分県の推移（ ２ ０ １ ４～２ ０ ２ ３ ）
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図３ 佐賀県の推移（ ２ ０ １ ４～２ ０ ２ ３ ）

図４ 沖縄県の推移（ ２ ０ １ ４～２ ０ ２ ３ ）
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